











































　本研究の調査対象は北海道内の 33 市部の公立小学校 627 校である．調査項目は，2017 年度 1 学











本研究で異なるのは，およそ 20 年前に一番出現件数が少なかった 4 年生が 3 番目に多く，しかも 4































ついて，各因子間で Pearson の相関係数を算出した結果が表 1 である．表 1 から第 1 因子「教師の













第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 因子総得点
第 1 因子「教師の自己中心性」 .652** .632** .285* .307
第 2 因子「指導力不足」 .648** -.160 .422*
第 3 因子「コミュニケーションの欠如」 .275 .186




第 1 因子 「教師指導力」
第 2 因子 「幼保・小の接続」
第 3 因子 「家庭の教育力」
第 4 因子 「家庭の教育に対する関心」
第 5 因子 「子どものストレス」
第 6 因子 「学校の組織力」
第 7 因子 「教育環境の問題」
第 8 因子 「親のしつけ」
第 9 因子 「教育内容への関心」
 
〇「学級経営の困難な状況」への対処 
第 1 因子 「校内教育体制の確立と関係機関との連携・協力」
第 2 因子 「教師と児童との信頼関係の構築」
第 3 因子 「幼保や保護者・地域との連携」
第 4 因子 「学級のきまりの徹底と校内体制の確立」
第 5 因子 「学級の少人数化」
第 6 因子 「教員の専門性の発揮」




第 1 因子 「学習に臨む構えの欠如」
第 2 因子 「教師への反発・授業妨害」





第 1 因子 「教師の自己中心性」
第 2 因子 「指導力不足」
第 3 因子 「コミュニケーション 
の欠如」










































　低・中・高学年の全てにおいて，項目 13.「教師に暴力をふるう」が 2016 年度で一番多い出現件
数であった（低：毎日 11 件，2,3 日おき 4 件　　中：毎日 13 件，2,3 日おき 2 件　　高：毎日 13 件，




導上の諸課題に関する調査結果 1）でも，平成 30 年度において，1 年生の暴力行為は前年度比 41.6％増，
2 年生では 42.7％増と低学年での増加が著しいと報告している．図 2-1 から低学年では項目 13. の出
現件数の半数が 1 段階（学級の崩れ）であることを考えると，突発的かつ衝動的で幼稚さゆえの感情
を爆発させた行動であるように思える．同様に，平成 30 年度のいじめ認知件数について，1 年生で


















































































































































































































































































　次に，図 2 から半数の割合を超える出現件数の項目数を見ると，低学年では，項目 4.「配布した
プリントをわざと破ったり，捨てたりする」，項目 7.「授業中，無断で教室の外に出て行く」など 6
つの状況が該当し，6 項目ともに多くが 1 段階であった．ところが，中学年では，項目 15.「教師に抱っ
こを求めたり，気を引こうとしたりするなど，甘えの行動が多く授業の妨げになる」の出現件数が増
























































　この学級活動の「話合い活動」に関して，2017 年度（平成 29 年度）全国学力・学習状況調査児童
質問紙 16）では，「学級会などの話合いの活動で，自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり，
折り合いをつけたりして話し合い，意見をまとめていますか」の問いに対して，「そう思う」と回答

































































 1） 文部科学省：平成 30 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結

























 11） Daniel H Kim：Organizing for Learning-Strategies for Knowledge Creation and Enduring 






 16） 文部科学省（国立教育政策研究所）：平成 29 年度全国学力・学習状況調査　質問紙調査報告書．
文部科学省（国立教育政策研究所），2017．
 17） 文部科学省ホームページ：平成 31 年度　全国学力・学習状況調査（質問紙調査）（令和元年 8
月 27 日参照）http://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/factsheet/19primary/
− 27 −
A Study on Difficult Situation with Class Management :
In Particular, Structuring Difficult Situation with Class Management and Preventive Measures
KATAKURA  Norio and MIKAMI Katsuo
Abstract:  We surveyed 627 public elementary schools in 33 cities in Hokkaido regarding the difficult situation 
with class management from the viewpoint of managerial staff. As a result, we tried to structure the difficult 
situation with class management. It seems that the factor of teacher leadership is greatly related to the basis of 
the difficult situation of class management, and it is deeply related to the self-centeredness of the teacher in the 
image of the teacher. As a preventive measure against difficult situations of class management, in the lower 
grades, it is important for teachers to show model behaviors in learning and school life discipline as modeling 
and to grow into the desired form. In the middle and upper grades, it is important for teachers to evaluate 
children who have shown positive behavior as an appropriate model and to develop class management with 
an emphasis on spreading to the entire class as a model. Furthermore, it is a future task to demonstrate teacher 
leadership ability to activate discussion activities based on consensus building, make children think about 
various problems in the class, and develop problem-solving ability to solve them by their own power.
Keywords:  Structure the difficult situation with class management, special activities, Activation of discussion 
activities, a preventive measure against difficult situations of class management.
